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Abstract:
It has been known that doubly-quantified sentences in Chinese and 
Japanese do not show scope ambiguity unlike in English. Interestingly, 
previous acquisition studies reported that Japanese-speaking children accept 
non-adultlike scope interpretations. Based on an experiment we conducted 
with Mandarin-speaking children, this study shows that, unlike Japanese-
speaking children, Mandarin-speaking children can successfully reject 
inverse-scope readings just as adult speakers of Mandarin do. We also 
conducted another experiment to examine why Mandarin-speaking children, 
but not Japanese-speaking children, show adultlike scope interpretations. 
The results of this experiment suggest that Mandarin-speaking children’s
apparently adultlike scope interpretation may be attributed to the fact that 
they assign non-adultlike interpretations to numerals or misanalyze the 




















（３） a. [IP someonei [IP every teacherj [IP t i admires t j ]]]　　∃>∀












　（２） a.　someone > every teacher b.  every teacher > someone

























用いた研究はLee 1986, 1991b, 行動課題（act-out task）を用いた研究はLee 
（４）a. 有 一-个 人 选-了 每-门 化学 课。 ∃>∀, ＊∀>∃
ある 1-CL 人 選ぶ-ASP すべて-CL 化学 授業




1986, 1991a, 1991b, Chien and Wexler 1989、画像照合課題（picture-verification 


























（５）a. 所有的 叔叔 都 挑-着 两-桶 水。
すべて おじさん みな 担ぐ-ASP ２-CL 水
（すべてのおじさんが水の入った桶を２つ担いでいる。）















　　　  c. 余剰対象物あり（extra-theme）
b. 有 三-个 叔叔 挑-着 两-桶 水。











































（８）有 一-只 小-蜜蜂 吃-了 每-种 水果。∃>∀, ＊∀>∃





















（10）这-只 小-马 吃-了 每-种 水果。
これ-CL 小さい-馬 食べる-ASP 全て-CL 果物
（このお馬さんはどの種類の果物も食べた。）





有 一-只 小-熊猫 吃-了 每-种 水果。
ある １-CL 小さい-パンダ 食べる-ASP 全て-CL 果物
（パンダさんが１頭どの種類の果物も食べた。）
有 一-只 小-猫 吃-了 每-种 水果。




















なかった（表層スコープ読み：p = .157、逆スコープ読み：p = .80）。これら
（13）有 一-只 小-猫 吃-了 草莓。




許容数 26/34 13/68 3/34
許容率 76.5% 19.1% 8.8%
二項検定で得られたp値 p < .005 p < .001 p < .001
大人
許容数 18/18 0/0 10/18
許容率 100% 0% 55.6%
二項検定で得られたp値 p < .001 p < .001 p = .81
　（14） 許容率と二項検定で得られたp値

















































4.3. Yamakoshi and Sano （2007）











大人と同じように統計的に有意に拒否できたことになるが（二 項 検 定、
p  = .01）、カイ２乗検定を行うと、子供は大人と比べて逆スコープ読みの許容
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（24）每-种 水果i 有 一-只 小-熊猫 吃-了 ti 。 ∀>∃, ∃>∀
全て-CL 果物 ある １-CL 小さい-パンダ 食べる-ASP
（どの種類の果物もパンダさんが１頭食べた。）






















少なくとも１頭 許 容 許 容
特定の１頭 拒 否 許 容


















（27）草莓 有 一-只 小-熊猫 吃-了。





許容数 37/48 45/96 12/48
許容率 77.1% 46.9% 25%
二項検定で得られたp値 p < .001 p = .61 p < .001
大人
許容数 17/18 18/36 3/18
許容率 94.4% 50.0% 16.7%
二項検定で得られたp値 p < .001 p = 1 p < .01
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子供も大人も（25a）の文脈では刺激文を有意に許容し（二項検定, 子供: p < 
.001, 大人: p < .001）、フィラー文を有意に拒否した（二項検定, 子供: p < .001, 
大人: p < .01）。（25b）の文脈では統計的に有意な反応は見られなかった（二
項検定, 子供: p < .61, 大人: p < 1）。コクランのQ検定を行った結果、子供と大
人のデータ全てに関してアイテム間の差は見られなかった（コクランのQ検定,
（25a）での子供の解釈：p = .56, （25a）での大人の解釈： p = .32, （25b）での















0% 25% 50% 75% 100% 合 計
子供
（25a）のような文脈 4 - 3 - 17 24
（25b） のような文脈 9 3 1 4 7 24
フィラー文 16 - 4 - 4 24
大人
（25a）のような文脈 0 - 1 - 8 9
（25b） のような文脈 3 2 0 0 4 9






















拒否  3（12.5%）  0（0%）  １（4.2%）
50%  ２（8.5%）  ０（0%）  １（4.2%）




拒否  0（０%）  ０（０%）  ０（０%）
50%  １（11.1%）  ０（０%）  ０（０%）
許容  3（33.3%）  ０（０%）  5（55.6%）
　（30） 子供
　（31） 大人

















           　　　文脈
読み （25a） （25b） 子 供 大 人
少なくとも１頭 許 容 許 容 ６（25%） ３（33.3%）
特定の１頭 拒 否 許 容 ３（12.5%） ０（０%）
























（Trueswell et al. 1999参照）、この点を鑑みると、最初の部分にSVO構造を付
与した子供は“吃了每种水果”にもまた、“一只小蜜蜂”（蜂さん１匹）を指示
する主語代名詞が省略された以下のようなSVO構造を付与すると考えられる。










（８）有 一-只 小-蜜蜂 吃-了 每-种 水果。∃>∀, ＊∀>∃
ある １-CL 小さい-蜜蜂 食べる-ASP 全て-CL 果物
（蜂さんが１匹どの種類の果物も食べた。）























（34）一-只 小-蜜蜂 吃-了 每-种 水果。
１-CL 小さい-蜜蜂 食べる-ASP 全て-CL 果物
（蜂さんが１匹どの種類の果物も食べた。）
（35）每-只 小-蜜蜂 吃-了 一-种 水果。
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